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私たちは、看護やがんについての知識がまだ
未熟で、戸惑ったり不安になったりすること
が多々ありますが、パートナーの先輩をはじ
め、病棟全体で私たちのことを気にかけても
らっており、自分の課題や出来ていること・
不安なことなどを明確にしながら、学びの多
い日々を過ごしています。

血液内科は継続的な治療が必要な場合が多く、
繰り返し入院される患者さんが多くいるため、
患者さんと深く関わることができる病棟です。
小児科もあるため、プレイルームからはいつも
子どもたちの楽しげな声が聞こえてきます。

がん化学療法では意思決定支援やセルフケア支
援が重要になってくるため、患者さんの思いや
生活スタイルを理解し個別性のある看護を大切
にしています。
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